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自由民主党千葉市議会議員団  

向 後 保 雄  
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 令和６年  第２回定例会（６月２０日）  

 ２回目から一問一答  

 通告時間：２０分（３０分）  

 

こんにちは、  

子どもたちに輝く夢と未来を！  

高齢者には老後の安心を！  

そして 、創 造豊 かな 市政 への 挑戦 ！を モッ トー に議員

活動を して おり ます 、自 由民 主党 千葉 市議 会議 員団の

向後保雄でございます  

 

通告に従いまして一般質問を行います  
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１ .小学生の農業体験について  

 

初め に、 小学 生の 農業 体験 につ いて です 。喜 多方ラ

ーメン で有 名な 福島 県喜 多方 市に 於い ては 、小 学校に

農業科 があ りま す。 児童 が好 き嫌 いだ けで 食べ 物を残

したり 無造 作に 捨て たり しが ちで ある ので 、農 業に於

いては、農作物は単なる食物ではなく、「いのちあるも

の」で あり 「人 のい のち をつ なぐ 大切 なも の」 である

ことを学習していくとの事。その中で「いただきます」

や「も った いな い」 など 日常 生活 の中 で使 われ ている

言葉の 意味 につ いて 考え させ 、人 とし て必 要な 感謝の

気持ちや、慈しみの心を育てて行くとの事です。また、

水田や 畑に 生き る様 々な 生物と 関わ り合 うこ とに より、

人間を 含め 多く の生 き物 が共 に生 きる 環境 とは 何か、

その為 には どの よう なこ とが 必要 なの かな ど、 自己中

心的な 考え 方を しや すい 児童 に、 様々 な立 場に 立って

考えて 行動 する こと の大 切さ に気 付か せる 契機 を与え

るよう にす る。 この 様に 農業 活動 とい う直 積的 な体験

を契機 に、 様々 な面 から 児童 の暮 らし ぶり を見 つめ直

させ、豊 か な 心 の 育 成 を図って行く。  

つぎ に、 農業 科に おい ては 、種 をま き、 苗を 育て、

植え付 けを し、 水や 肥料 の管 理、 除草 、収 穫、 調理・

加工と いう 一連 の活 動を 通して 学習 を進 めて いき ます。

徐々に 成長 して いく 作物 は、 児童 にと って かけ がえの

ないも ので あり 、そ のい のち は児 童の 手に 委ね られて
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います 。こ のよ うな 環境 のも と、 児童 は自 分の 責任を

自覚し 、世 話を して 農作 物を 育て てい くこ とに なりま

す。農作物の栽培は、すぐに結果の出ることではなく、

数ヶ月 にわ たっ て世 話を 続け るこ とに より 良い 結果が

出るも ので あり 、得 られ る結 果は 、児 童一 人ひ とりの

努力がそのまま形となって現れるものであります。  

この よう に、 数ヶ 月に わた る農 作物 栽培 とい う具体

的な体 験を 通し 、児 童に 責任 感を 持つ こと や努 力する

ことの 必要 性を 徐々 に気 づか せ、 目標 に向 かっ て取り

組むこ との 大切 さ、 嫌な こと や辛 いこ とで も続 けるこ

との意 味を 理解 させ 、現 代の 児童 に欠 如しが ちな社 会

性 の 育 成 を図っていきます。  

より 良い 作物 を収 穫す るた めに は、 事前 に栽 培する

作物に つい て調 べ、 その 栽培 方法 や土 壌・ 天候 等の自

然につ いて 学ぶ こと が必 要で あり 、栽 培過 程に おいて

も、そ の時 々の 様子 をよ く観 察し 、疑 問点 を調 べたり

専門家の指導を受けたりすることが必要となります。  

一 定 の 目 標 を 設 定 し 計 画 を 立 て て 取 り 組 み 、 そ の

時々に 必要 な対 応策 を考 える 過程 には 、今 求め られて

いる主 体的 な学 習意 欲や取 り組 む態 度、主 体 性 の 育成

に役立つと考えられます。  

そこ で、 本市 の小 学生 の農 業体 験の 大切 さに ついて

伺いま すが 、農 山村 留学 の実 施状 況に つい て教 えてく

ださい。  
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２ .本市の市税について 

 

次に 、本 市の 市税 につ いて です 。現 在確 定し ている

のが、 令和 ４年 度決 算で すの で、 以下 令和 ４年 度決算

について伺います。一般会計の歳入は前年度比 4.1% 増

の 5,298 億 5,900 万円、歳出は 4.0％増の 5,229 億 8,600

万円で、ともに 2 年度に次ぐ過去 2 番目の規模でした。  

歳入 では 、給 与所 得や 事業 所得 など の個 人市 民税の

増加などを背景に、市税が 2.8％増の 2,054 億 3,800 万

円となりました。  

そこ で、 本市 の自 主財 源の 根幹 をな す市 税徴 収につ

い て 伺 い ま す が 、 令 和 ４ 年 度 で は 市 税 収 入 2,054 億

3,800 万円でしたが、令和４年度の市税の滞納繰越額と

不納欠損の金額及び割合について伺います。  
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３ .保育所、小中学校の給食食材の発注業務と請求書発行

業務の電子化の実施状況について  

 

最後 に、 保育 所、 小中 学校 の給 食食 材の 発注 業務と

請求書発行業務の電子化の実施状況についてです。  

令和 4 年 12 月議会の一般質問においてメール添付等

で請求 書発 行が でき るの かと の質 問の ご答 弁で は令和

5 年 1 月から請求書の発行が電子によることが可能にな

るとご 答弁 いた だき まし たが 、そ の後 の進 捗状 況につ

いて伺 いま すが 、具 体的 には 全請 求書 発行 業務 のうち

メール 添付 等の 電子 化に よる もの の件 数と その 割合に

ついて伺います。  

以上 で一 回目 の質 問を 終わ りま す。 ご答 弁宜 しくお

願い致します。  
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＜ 答 弁 １ ＞ （ 教 育 次 長 ）  

は じめに、小学生の農業 体 験 に つ い て お 答 え し ま す 。  

農 山 村 留 学 の 実 施 状 況 に つ い て で す が 、  

本市では、子どもたちの豊かな人間性、社会性、自ら考

える力の育成等を目指し、農山村留学を実施しております。

今年度は、市内全１０７校、７，７２６人の６年生が参加

予定であり、プログラムとして、農作物の収穫や、米作り

な ど の 農 業 体 験 が あ り ま す 。  

 なお、農山村留学は今年度で終了し、令和７年度からは、

歴史・伝統・文化等に関心をもち、学ぼうとする子どもた

ちの態度を養うことをねらいとした、修学旅行に変更とな

りますが、豊かな人間性等を育むための 自然を生かした宿

泊体験学習については、５年生の移動教室において今後と

も 実 施 し て 参 り ま す 。  

 

＜ 答 弁 ２ ＞ （ 教 育 次 長 ）  

次に、給食食材の発注業務と請求書発行業務の電子化の

実 施 状 況 に つ い て 、 お 答 え し ま す 。  

請 求 書 の 電 子 化 対 応 の 件 数 と 割 合 に つ い て で す が 、  

今年度の公立保育所における給食食材納入業者５２社の

うち、請求書の電子化対応を行っているのは１社で、割合

は １ ． ９ ％ で す 。  

また、小中学校における給食食材納入業者６４社のうち

請 求 書 の 電 子 化 対 応 の 事 業 者 は お り ま せ ん 。  
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＜ 答 弁 ３ ＞ （ 財 政 局 長 ）  

令 和 ４ 年 度 決 算 で 、  

滞 納 繰 越 の 金 額 は 、 約 ４ ３ 億 ９ ５ ０ 万 円  

不 納 欠 損 の 金 額 は 、 約 ２ 億 ５ ， ４ ８ ０ 万 円  

滞納繰越額に対する不納欠損額の割合は、約５．９％で

す 。  

 


